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個が生きる体験活動 
  ――――― ふるさと蔵王に豊かに育つ生徒を求めて ――――― 

宮城県刈田郡蔵王町立宮中学校   

１．ねらい 
   今，学校教育では，一人一人のよさや可能性を生かすことを根底に据えた，自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応

できる能力を育成することが重要視されている。 

さらに，生涯学習の視点に立ち，自己を見つめながら人間としての在り方，生き方を考える力，すなわち，心豊かでた

くましく生きる力を育成することが求められている。 

   この実現に向けて，ふるさと蔵王についての自然，歴史，文化，産業などを知る体験活動を教育課程の中に位置づけ， 

一人一人の生徒の持つ個性や可能性を生かす活動を展開し，きめ細かく指導・支援することで，豊かに学ぶ生徒を育てた

いと考えている。 

 

２．教育課程上の位置づけ 
 （１）蔵王の自然・歴史・文化・産業などを学ぶための体験活動を実施する。 

 （２）学級活動や道徳・教科学習等を関連させ，事前・事後の指導を充実し，一貫性を持って計画的に指導を行う。 

 
３．研究の全体構想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個が生きる体験活動 

―― ふるさと蔵王に豊かに学び育つ生徒を求めて ―― 

ふるさと蔵王についての自然，歴史，文化などの 
体験活動を通して，ふるさとのよさを再発見し，地域の生活に 

根づかせる生徒を育む 

目指す生徒像 

豊かな心を持ち、 
人と協力できる生徒 

自ら学び、正しい 
判断力を持つ生徒 

健康で気力にあふれ 
実践力のある生徒 

１年 ２年 ３年 

ふるさと蔵王の自然体験活動を通

して自然の素晴らしさを知る 

 

ふるさとで働く人々とともに働く体

験や民俗芸能を学ぶ体験を通して

ふるさとを思う心を育てる 

蔵王町の象徴（青麻山）を体感す

るとともに蔵王町の現状を把握し， 

未来への夢を創造する 

・ 蔵王登山（自然体験） 
・ 蔵王スキー教室（自然体験） 
・ボランティア活動（親子で学校周

辺の環境整備） 
・ 町内探訪（身近な官公庁）  等 

・ボランティア活動 
（親子学区内清掃，自然体験） 

・職場体験活動（３０カ所，２日間） 
・ 太鼓講座 

 

・ 青麻登山 
（ふるさと親子清掃登山） 

・ 蔵王町の現状と未来についての 
講話（地域人材活用） 

 

ふるさと蔵王についての諸活動を通して 
心豊かでたくましい生徒の育成が図れたか 

「健康にあふれ、心豊かな、創造力と実践力に富む生徒の育成」をめざす 

優しく 賢 く 逞しく 
教育目標 

具体目標 

研究の視点 

各学年の 
視点 

主な体験活動 

評 価 

研究主題 

校 訓 
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４．指導計画 
 １年生 

支援 
時
間 

ね ら い 主な体験活動 
活動 
形態 

活動場所 個 へ の 働 き か け 
保護者 学校支援 

委員会 
推進地域 
協議会 

2泊
3日 

 
2日 
 

豊かな自然の中での
体験を通し，自然やふ
るさとを大切にする
心と最後までやりと
げようとする態度を
育てる 

・蔵王登山 
 
・スキー教室 

個人及
びグル
ープ 

・石子岳，
蔵王少年
自然の家 
・えぼし
スキー場 

・自然の雄大さやきびし
さに触れそこから得たも
のを普段の生活にも役立
てるように声がけする 
・個や集団の目的が達成
できるように最後まで努
力させる 

 (Yさん) 
講話「蔵王の植
物について」 
(Tさん) 
スキー教室と
講話 

(蔵 王 少
年自然の
家所長) 
講話「蔵
王につい
て」 

 
４ 

 

地域の身近な問題・課
題を見つけ，校外での
調査活動を通し，ふる
さとについてより深
く追求しようとする
態度を養う 
 

・蔵王町内の関
係機関の訪問 
(まとめ，文化
祭で発表） 

グルー
プ 

・町役場 
・ことり
ハウスな
ど 

・あいさつや対応のしか
た（言葉づかい）などに
注意するように指導する
（国語科と連携） 
・疑問点を解決できるよ
うに，しっかりと話を聞
くように指導する 

  (こ と り
ハウス所
長)講話 
農協・商
工会より
情報提供 

２年生 

支援 時

間 
ね ら い 主な体験活動 

活動 

形態 
活動場所 個 へ の 働 き か け 

保護者 学校支援 
委員会 

推進地域 
協議会 

 

６ 

 

ふるさとの豊かな自
然の美しさを保とう
とする心を育てると
ともに役に立つ労働
の喜びを味わわせる 

・学区内のゴ
ミ拾い 
(親子活動，終
了後昼食会) 

部活ご
と 

部活ごと ・学区内をきれいにする
喜びを体感させる 
・自分の意志で行動する
ことの大切さを認識さ
せる 

保 護 者
も 一 緒
に 
ボ ラ ン
テ ィ ア
参加 

  

16 

 

ふるさとで働く人々

とともに働き，労働観

を育てる 

・蔵王町内の

事業所におい

て職場体験 

(２日間) 

個人 蔵王町内 

３０事業

所 

・職場の選択，職場との
連絡，あいさつ等につい
て個別に指導する 
（道徳と連携） 

 (Aさん) 

果樹栽培の

実技指導 

町の商工会

より事業所

への働きか

け 
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民俗芸能を学ぶ体験
を通して，ふるさとを
思う心を育てる 

・太鼓講座 
(文化祭で発
表) 

クラス
ごと 

学校 ・芸を磨くため真剣にと
りくむ若者の姿に触れ
させる 
・民俗芸能の心は個の願
いを集団的に表現する
ところにあることをと
らえさせる（音楽科と連
携） 

   

 ３年生 

支援 時

間 
ね ら い 主な体験活動 

活動 

形態 
活動場所 個 へ の 働 き か け 

保護者 
学校支援 
委員会 

推進地域
協議会 

４ 
 

ふるさと蔵王に豊か
に学び育つ生徒の育
成 
(卒業に向けて総括的
にふるさと体験活動
を行う) 

蔵王町宮地区
のシンボル青
麻山登山 
（ふるさと親
子清掃登山） 

学年全
体 
保護者 

青麻山 ・ふるさとの山を掃除す
ることを実践させる 
・進路決定への決意を新
たにする 
・親子で活動することに
より，保護者・地域の支
援を受けていることを
意識させる 

・保護者も
一 緒 に 登
山，清掃活
動 
・保護者の
一部がカレ
ーライスを
準備する 

(Nさん) 
登山の道案内
をお願いする 

 

１ 
 
 

地域人材活用により
地域のすばらしさ，自
己の夢・希望を持つこ
との大切さを教える 

蔵王町の現状
と未来につい
ての講話 

学年全
体 

学校 ・ふるさとの特徴・長所
を認識させる 
・個々の将来の夢を自覚
させる 

 (Tさん) 
講話「蔵王町
の未来と現状
について」 

 

＊来年度は，地域の農園関係者から支援を得て，農業体験を活動の中に取り入れたいと考えている。 

 ＊ 〃   体験活動の中に，児童館での子どもの世話など，生徒自身が中心になって指導したり，お世話をする活動を取

り入れていきたい。 
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５．実践例 
「第２学年 職場体験」 

 
①目的 

1)  ふるさととその周辺の事業所，その他の労働の現場で汗して働く人々の姿に触れることで，働くことの意
義を考える機会とするとともに，ふるさとの担い手としての自覚を育てる。 

2) 蔵王町の様々な事業所を実際に訪問し，ともに働くことで，働くことの意味を体感させる。 
 

②期日 平成１４年７月４日（木），５日（金） 
 

③内容 
1) ２日間，蔵王町を中心とした事業所等で，労働する体験を味わう。 
2) 事業所は，蔵王町の基幹産業である農業，観光業を中心に，汗を流して働くことのできる事業所を， 

３０箇所程度，お願いする。 
3) 生徒は，その中から選択するが，充実した活動を行うために各事業所には，２名程度とする。 

 

④指導日程                              ⑤体験先 

 
 

 生徒の活動 
 （学活・総合的学習の時間の内容） 

 教師の動き 

5/ 8  オリエンテーション  事業所への依頼 
5/15  働くことの意義 
5/22 [職業についての学習] どんな仕事をしているのか ， 

  蔵王町の産業について調査 
（全体での学習） 
蔵王町民の収入から－どの産業が盛んか 
各種農業について －稲作，酪農，果樹，園芸，造園， 
  養鶏，肉牛，野菜－その経営内容 
観光業について－ホテル・旅館・ペンション，スキー場， 

タクシー，土産物屋－職場内の労働の分担 
商業，工業，その他の産業について－スーパー等 

公務労働について －福祉，医療，役場，ゴミ収集等－各事
所の事業内容 

5/29  同上－職業についての学習 
 （個別・興味別での学習） 

6/ 5  実習先選び 

6/12  実習先についての事前調査 
   事業内容，さらに調査すること 

6/19  実習先への依頼状， 
 自己紹介（履歴書）作成 

6/26  実習の心構え（礼儀等） 
7/4,5   実習（各自，現地集合） 
7/ 6  実習体験まとめ 

   調査してきたこと，体験しての 
   感想等  

  事業所へのお礼状作成  

蔵王町の産業につ 
いての資料準備  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各事業所事前訪問 
・打ち合わせ 
各事業所訪問 
 
 
各事業所 への御礼状

作成 

   
 

 

 

 

 

 

 

            

旅館・ペンション等 ５事業所 
工場等       ５ 〃 
老人ホーム等    ３ 〃 

スーパー等     ３ 〃 

工務店等      ３ 〃 
病院        ２ 〃 

酪農センター    ２ 〃 

自動車整備工場   ２ 〃 
保育園       ２ 〃 

草花栽培場(ハーブ園) ２ 〃 

果樹園・養鶏場   ２ 〃 
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６．評価 

（１）生徒の自己評価                       

      
よくできた できた 

あまりできなか

った 

できなかった 

職場の方々のお話や指示をきちんと聞くことが

できましたか 
３７％ ６１％ １％ １％ 

積極的に仕事をすることができましたか ３１％ ５１％ １１％ ７％ 

あいさつや返事・応答がしっかりできましたか ２４％ ６１％ １２％ ３％ 

今回の体験から職場や労働について考えを深め

ることができましたか 
３５％ ４９％ １０％ ６％ 

（２）生徒の感想 
     ・病院での職場体験では，人を助けることはすごく大変だと思った。 
     ・職場で人に話しかけられたり，笑ってくれたりするとうれしかった。 
     ・旅館の裏ではあんなに忙しく仕事をしているのでびっくりした。 
     ・ごみリサイクルの大切さ，ごみ分別の大切さがわかりました。 
     ・大人とほぼ同じ時間働くことは大変なことだと分かりました。 
     ・スリッパ作りにあんなに手間がかかるとは思いませんでした。 
     ・園芸の仕事を体験して，大変さと楽しさがわかりました。 

（３）親の感想 
・日ごろ学校のことなど話したこともなかった子どもが目を輝かせて，職場でのことをいろいろと話して
くれました。 

（４）考察 
・生徒の評価「よくできた，できた」を合わせると全項目で８０％を超えている。満足感・成就感が感じられる。 
・身近であった職場でも，実体験することによって，労働の大変さ・重要性を知った。 
・地域社会とのふれあい，働く大人とのふれあいにより喜びと自信を持った様子が見られる。 
・将来の夢であった職場を体験することにより，より具体的な目標を持つことができたようだ。 

 

７．外部からの学校支援推進の取り組み 
支援組織 メンバー 支援内容 

学校支援 

委員会 

・外部の方 

・ＰＴＡ関係者など 

・活動についての情報提供 

・体験活動への協力・支援 

推進地域 

   協議会 

・関係行政機関（蔵王少年自然の家所長など） 

・団体関係者（子ども会育成会，商工会など） 

・体験活動実施上の課題についてアドバイス 

など 

・体験活動の指導・講師 

 
８．活動の成果と今度の課題 
（１）成 果 

・ふるさと蔵王を知る体験活動を取り入れたことにより，生徒のふるさとに対する興味・関心や，地域への愛着が高まっ
てきた。 

・体験活動の中に親子一緒に活動する場を設定したことで，親子のふれあい，保護者と学校とのつながりを深めることが
できた。 

・地域人材の活用により，生徒たちの集中して聞き入る姿・地域の中での役割を果たそうとする積極的な姿勢など，ふだ
んとは違った子どもたちの生き生きとした様子・反応を見ることができた。 

 ・生徒の将来の生き方を考える姿勢や態度を育てることができた。 
 
（２）課 題 

・活動計画作成にあたっては，活動の「ねらい・内容」をしっかりととらえて企画するようにする。 
・活動をさらに発展充実させていくために，実施後のそれぞれの体験活動についての反省点・見直しを来年度の活動に生

かしていくようにしたい。 
・今年度は，ふるさと蔵王を知る体験活動にとどまった感じがする。来年度は，ふるさと蔵王をさらによく見つめ，自分

の生き方を考える生徒を育てるための活動を工夫していきたい。 
・体験活動を継続していくために創意工夫をし，地域から愛され，信頼され，支持される学校を目指していきたい。 
・今年度は，地域にお願いして生徒が教えていただく形の活動が主だったが，今後，生徒がこれまで培ってきた自分の知
識や体験を何らかの形で地域に還元するような活動も進めていきたい。 


